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【随意運動の神経機構】
　運動の随意制御には、意思決定、行動選択、注意、予測、運
動学習など高次の情報処理が必要であり、我々の脳は瞬時に、
また多くの場合無意識のうちにこれらを行っている。これまで
多くの症例研究によって、随意運動には大脳皮質に加えて大脳
基底核や小脳が関与することが示されてきた。これらをつなぐ
ネットワーク構成や局所回路の詳細は、近年の解剖学研究や小
動物を用いた神経生物学研究によって多くが明らかにされてお
り、また、実際にヒトが様々な行動をしている際にこれらの脳
部位に特徴的な活動パターンがみられることが、脳機能画像研
究などによって示されている。しかし、脳機能の本質である、
これらネットワークの動作原理については多くの部分が未解明
のままである。随意運動に必要となる様々な情報処理を、生物
学的に成因が明らかになっている神経細胞の活動で説明するこ
とが、システムとしての脳を科学的に理解する糸口になると期
待される。
　我々の研究室では、空間的注意、時間知覚、行動選択などを
要する行動課題をサルに訓練し、脳各部の単一ニューロンがもつ
情報を定量的に解析するとともに、局所の電気刺激や薬理学的
不活化の影響を調べている。行動指標としては主に眼球運動を
用い、前頭連合野、視床、小脳、基底核からの記録を行っている。
また、健常人を対象とした心理物理実験も並行して行っている。
　最近の研究成果としては、一定のタイミングで自発的に運動
を開始する際に、視床のニューロンが経過時間に対応した活動
変化を示し、同部の不活化で運動が遅れることを見出している。
類似の神経活動が基底核、内側前頭葉からも記録されており、

基底核疾患で生じる運動異常のメカニズムの一部を説明できる
と考えている。また、リズム知覚に関係した信号を、小脳や線
条体から記録して解析している。
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